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送電線架線張力決定に関連した二′三の問題
SomeProblemsConcerningtheDeterminationofStringing

Tension of the Transmission Lines
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価径間におきかえる方法によって計算さ

れてきた0この方法は支持点高低差のはなはだしい場合,またほ風圧による電線の流れが著しい場合には不合

理が多く,実用上いろいろ不安がもたれるようになってきた○筆者らはこの欠点を排除するため等価径開法に

代る新方法を提案し･すでに電子計算機に応用して送電線の架線設計を行っているが,この方法でほ臨界径間,

線の安全率より定まる使用限界などについて従来よりもさらに立ち入った考えが必要となる｡すなわち,支

持点高低差,風圧による電線の流れなどの要 が関連し,問題が複雑化されるためである｡本文ではこれらの

観点から上記の問題に検討を加え,さらに設計の便宜を計るため各種の図表を作成した｡

1.緒 言

送 線の張九 弛度の設計において,架線 力の決定は最も

的な問題であるが,この計算ほ伝統的に等価径間法により処理され

てきた｡この方法は連続径間の力学的性質を等価径間で代表させ,

これを基準として設計を行うもので,きわめて簡便で実用性に富む

点から多年にわたり標準的な方法として認められてきたものであ

る0 しかし,この方法は支持点高低差を無視して水平径間として取

り扱い,また,風圧による電線の流れも無視するのが普通であるか

ら,わが国で常に問題となるように,線路の地形がしゆん険で,風

圧荷重の著しく大きな場合には,従来の等価径間法にほいろいろの

不満がもたれるようになり,根本的な再検討が必要となってきた｡

筆者ら(1)(2)はすでにこの立場から等価径間法に代る新方法を提案

し,さらにこれを電子計算機に応用して長距離送

と能率化への道をひらいた(2)｡この方法では

繰設計の合理化

統径間の性質を単独

径間で代表させる試みを放棄し,督径間の最悪時水平張力を規定値

に等しく保つための電線の無張力時長さ(伸びる前の長さ,Un-

StretChedLength)に基礎をおくもので,連続径間の取扱いを極力

合理化したものである｡架線張力を求める計算そのものほすでに文

献(1)およぴ(2)で詳述したとおり,原理的にも実用的にもおおむ

ね解決したが,ほかにも二,三の付随的問題が存在する｡

たとえば,与えられた連続径間の架線張力を高温季および低温季

の両条件のうち,いずれの条件で設計すればよいかが問題となるこ

とがある｡従来はこの判定の規準として臨界径間(3)が用いられ,

価径問長と比較するだけで簡単に判定することができた｡しかし,

筆者らが使用している方法のように,支持点の高低差および風圧に

よる電線の流れを考慮に入れる場創･ま,従来の臨界径間法にも疑念

がもたれるのは当然であり,さらに進んだ考察が必要となる｡

また,架線張力ほ最悪時の水平 力が規定値に保たれ,鉄塔にか

かる不平衡張力を小さくするように計算されるものであるが,支持

点高低差が著しく大きな場合ほ,水平張力が規定値に

線の支持点張力が過大となって安全率を割る可能性

しくても電

じ,このよ

うな径間についてほ一般の場合とほ異なった配慮が必要となるのは

当然である｡このような付随的な問題はほかにもいろいろあるが,

本稿でほ取りあえず上記の二点に問題を絞り,これらに関する筆者

らの考えを述べたいと思う｡
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第1図 連続径問の→例(径間水平距離と支持点高低差)
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第2図 風圧による電線の流れ

2.最悪時の水平張力と電線の長さ

本稿において用いられる記号ほ筆者らがかねがね用いているもの

と変りないが,便宜上繰り返えして説明する｡いま,第l図に示す

乃径間 絞の緊線区間を考え,この中の任意の径間5について次の

記号を定める｡

αuぶ:行間水平距離

』ゐ耶:支持点高低差

Ag:径間斜距離

∂og:仰 角

ここで,次の初等的関係が成立する｡

Aぶ=Jα｡ぶ2+』ゐ｡ぶ2

tan∂√用=dゐのぶ/α｡ざ
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いま,最悪荷重条件時を考え,風圧により傾斜した面内で次の記

計を定める(舞2図)｡

αぶ:径間水平距離

』九ざ:支持点高低差

∂ぶ:仰 角

r:風圧による電線流れ角

れ:使用電線最大水平張力(kg)

且｡:同 弾性係数(kg)

α:同 熱膨脹係数(/OC)

祝わ:同 自重

肌:最悪時被氷荷重

甜甜:同 風圧荷重

仇:同 合成荷重

紺｡:同上 鉛直成分

(kg/m)

(kg/m)

(kg/m)

(kg/m)

(kg/m)

さらに,

とすれば,

抑γ=机+抑～

甜｡=ノ~面豆ヰ〃㌧小一:

cosr=Wv/Wo,Sinr=Ww/u]0

の関係がある｡また,静止画と風圧による傾斜面内で定義された量

の間には次の基本的関係がある｡

Sin∂s=COSTSin∂ns=

』ゐg=COSrJ摘0点

as=COS∂sAs=Jl-COS2rsin2∂os sec∂osaos

=J桝ぶ
α｡∫

ここで例ざほ次のように定義される｡

ms=1+sin2rtan2∂os

いま風圧により憤斜した面内で径間の水平張力が設計値roに等

しいとすれば,このときの電線の｢無張力時長さ｣70ぷは近似的に

J｡ぶ=Aぷ十
24

c2cos∂sas3rlsec∂sAs"
…….(7)

から求められる(4)｡ここでCおよびスはそれぞれ

C=紺0/rの

ス=7㌔/Er,

により定 される｡

さて,現行の

3.臨界径開法の一般化

気工作物規定では架線設計の 準となる最悪

のとり方について次のように規定されている｡

(1)氷雪の多くない地方では,その地方の平均温度で 線の東

量と電線の投影面積1m2につき100kg/m2(ただし,直径18mm

未満のものほ110kg/m2)の水平風圧との合成荷重を支持するこ

とができるよう計算したものとすること｡

(2)氷 の多い地方でほ前号によるのはか,さらにその地方の

最低温度で電線の周囲に厚さ6mm以上比重0･9の氷雪が付着し

た場合, 線および氷雪の雷量と,被氷 梶の投影面積1m2に

つき55kgの水平風圧の合成荷重を支持することができるよう計

算したものとすること｡

(1)は夏 の台風時を‖安として,また(2)ほ冬季の

I｣安として設計条件を定めたものである｡(1)ほ高温季荷

は低温季荷重と呼ばれている(,矢

節風時を

(2)

にはいずれの荷重条件に対して

も安全であるように架線張力を定めなければならないが,いずれが

より過酢かということほ温度および風圧によ 線の流れ 荷両がハ用

条件につき異なるため,単に合成荷重の大小だけで判断するわけ

にはゆかない｡

最初に単独径間の場合から考えてみることとしたい｡最悪時の水

に 関 連 し た

15

の 問 題

平張力が設計値r,に等しくなるための電線の長さほ(1)に与えら

れているが,高温季および低温季荷重のうち,いずれが幣であるか

ほそれぞれに対応するJ｡ぶのいずれが大きいかによって判断すれば

よい｡もとより7｡ぎの大小の比較は同一の温度に換算して行わなけ

ればならない｡いま,高温季および低温季荷重に対応する量にはそ
■

れぞれぁおよぴJの

単位長当り合成荷重

風圧による電線の流れ角

慣斜面内における仰角

最悪時温度

電線の無張力時長さ

ここで(3)と同様に

Sin∂hs=COSrhSin∂

Sin∂ls=COSrlSin∂os

(7)から明らかなとおり

J朋(九)=Aぷ+

J｡ぶ(‡)=A5+

24

24

ことにして次の記号を定める｡

高温季

Il､､■‖

rん

∂加

f九

J｡ぶ(れ〉

低温季

紺～0

r【

∂亡合

わ

J｡房(J)

c/む2cos∂んぶのとβ3-上記C∂九丘A8
……(11)

ct2cos∂lsals3rlsec∂tsAs………(12)

また

cた…紺Jと｡/㍍,の=椚0/7も

径問5だけを単独に考えれば,(11)および(12)右辺の大小を同一

温度に換算して比較すればよい｡いま,温度f九 で比較することと

し,(12)の長さをf九 に換算すれば

‡1+α(≠九-わ)‡Joぷ(乙)

=Aぶ+
24 cL2cos∂saLs3rJZsec∂lsAs+α(ih-it)As

となる｡(12),(13)を比較すれば明らかなとおり,

勅｡く勅0(e九<cェ)

であれば

‡1+α(㍍-鶴)†J｡∫(Z)>J｡占(九)
‥…‥‖….(14)

と考えてよい｡すなわち,低温季荷重が酷となることが明らかであ

る｡最も(14)の不等式ほCOS∂lsal㌔およびcos∂hsahs3 の大きさ

細オむおおカ

に大き

しいと考えて導かれたものであるから,仰角が果常

後は合場な

(高温季荷

(14)の不 号の向きが反対となる

ほうが酷となる)可能性もある｡しかし,実用上問題

となる範囲でほこのようなことはまず無いといってよく,低温季合

成荷重のほうが大きい場合は常に低温季荷重条件がきびしくなると

考えてさしつかえない｡

逆に

紺九0>ぴ～0

であれば趣きが異なってくる｡すなわち,ある径間長を境としてそ

れ以上でほ高温季荷重が酷となり,それ以下では低温季荷 と酷が

なる｡この限界の径間長を臨界径問とよぶこととする｡これは従来

からも存在していた考えであるが,径間の仰角や電線の流れ角を考

慮に入れると従来とはかなり異なった結論が導かれる｡(5)から明

らかなように

cos鋸s=a7"/As=Jmhs COS∂｡S.
..(15)

cos∂ls=J扁cos∂｡S

ここで椚Jとざ,例7ぷほ(6)同様

mhs=1+sin2rhtan2∂os"...
‥(17)

m乙S=1+sin2T石tan2∂os

で定義される｡また(5),(15),(16)から明らかなとおり

cos∂J乙Saふ3=mhs2cos∂｡Sa｡S3

(18)
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第3図 臨界径間と支持点高低差との関係

COS∂lsas3=mls2cos∂｡Sa｡S3

SeC∂hs=SeC∂os/ノmhs………….
.…...(19)

SeC∂ts=SeC∂os/ノ恥=･･"……….‖……….‖……‖(20)

いま,

‡1+α(玩十り‡Joぷ(～)=J耶(が
….(21)

を満足するα0βを特にαocで記号することにし,(21)を解いてα｡｡を

(tan∂0ぷの関数として)求め,(15)～(20)の関係を利用して整理す

れば

裾=SeC∂0ぶ〔
24

C九2桝九ぶ2-CZ2桝乙ぶ2

､こぃ侶

(玩-わ)+sec∂｡ざス

…‥(22)

が得られる｡これからも明らかなとおり,臨界径間長触はび叫

びよ0,α(fん-f`)のほか,r九,r‡,∂0βによっても変化する｡(22)にお

いて∂0β=0 とすれば,

αoc=

となり,これほ仰角を無視して導いた従来の計算式にほかならな

い｡

弟3図ほ330mm2ACSRについて

高温季荷重

相加=2.635kg/m

玩=150C

COSγ九=0.50095

低温季荷重

机0=2,500kg/m

わ=-150C

COSrヱ=0.74040

T)=3,700kg ス=1.1679×10-3

α=18.97×10~6/OC

(電発只見幹線における実例)

としてαocと』ゐ0ざの関係を示したものである(』ゐ｡ぶほα｡｡にtan∂郎

を乗じて求められる｡裾～tan∂0βの関係で示すよりも弟3図のよ

うに一朗偏～αocの関係で表示するほうが便利と思われる)｡与えら

れた径間の触,』ゐ0ぶの値によって定まる点が弟3図の曲線の上側

に落ちる場合は高温季荷重が配下側に落ちる場合は低温季荷重が

醗となる｡弟3図の曲線が横軸と交わる点が(23)の計算値に対応

し,これからも明らかなように支持点高低差の小さいうちは従来の

計算法でも格別の不合理ほないが,高低

差が増大することがわかる｡

以上

の増大に伴って急 に誤

とおり,単独径間の場合ほ,高温季および低温季荷重

のいずれが酷かは簡単に判定することができるが,連続径間の場合

は簡単にはゆかない｡従来のように支持点高低差を無視し, 綻径

間を等価径間(水平径間)で代表できると考えれば単に等価径問が

臨界径間の範囲内にあるかどうか当ってみるだけで簡単に判定でき

第1表 4径聞達続の緊線区間の一例

(只見幹線の実例 *結界径間を超過したもの)

るが,等価径間法を用いない筆者らの立場から考えればおのずと別

個の方法を考えなければならない｡緊線区間内の全径間が臨界径間

以内にあれば低温季荷重が酷となることほ明らかであるが,一つで

も臨界径間をこえるものがあれば(11)または(13)で求めなれた

Joβの稔和をとり,全体としての大小を比較する必要がある｡すな

わち,

(1+α(f九一帖ざ萱1Joぶ`z)>謹1gOぶ(れ'･･･(24)

であれば低温季荷重が酷,逆の場合にほ高温季荷重が酷となること

は明らかであるが,(24)の両辺に24を乗じて整理すれば

∑(c12cos∂lsals3L24)sec∂lsAs+24α(th-iL)As)
5=1

>且‡c/L2cos∂hsahs3A24)sec∂′LSAsi,…(25)

となる｡(25)の両辺は文献(1)で述べた三次方程式の係数♪の分

子そのものであり(5),各項の数値ほ,ノモグラフを用いて容易に求

めることができる(これについては機会を改めて報告したい)｡た

とえば,弟1表に示す4径聞達綻の緊繰区間において,径問2だけ

について考えれば臨界径間をこえているから高温季荷

が全体として考えてみると,

が酷である

∑‡cL2cos∂lsals3-24)sec∂lsAs+24α(ih-Jl)Asl=103.2(m)
､‥l

∑‡ch2cos8hsahs3A24lsec∂hsAs‡=98.5(m)

となって,緊繰区間全体としては低温季荷重が離であるから,この

条件で設計しなければならない｡このとき,径間2に対してほ高温

季荷重が酷であるから,緊線区間が高温季荷重に遭遇した場合はこ

の径問の高安持点張力が弾性限界を上岡る不安がある｡しかし,実

際にほ懸垂がい子の流れによって径間相互の不平衡張力は緩和さ

れ,各径間の水一乎張力は設計値(最大水平張力n)に近づくもので

あるから,上記の不安は事実上無視してもよい｡これに関する厳密

な解析は機会を改めて 告したい｡

(25)の不等式の数値計算を実行するのは少々やっかいであるが,

電子計算機を利用する場合はいずれの荷重が酷か不明な緊線径間に

ついては高温季および低温季の両荷重条件につき重複して架線設計

の計算を行い,架線張力が小さく出たはうのデーターを採用するほ

うがより実際的である｡事実,このようなことが問題となる緊線区

間ほ線路の全体から見ればごく一部であるから,

重複計算ほ大した手数でほない｡

子計算機による

4･低温季の合成荷重が大きい場合

前節で述べたように,低温季合成荷重の大きさが高温季のそれよ

りも大きな場合には,低温季の荷重条件が常に過酷になると考えて

実用上はさしつかえないが,仰角が異常に大きな場合にはぴた｡>仇

でも(22)の根号内の値が正となることがあり,臨界径間が数学的

に

し,

在するようになる｡いま一例として使用電線240mm2ACSRと

高温季荷重

紺/川=2.4999(kg/m)

れ=100C

COSr九=0.44402

低温季荷重

沈り0=2.7791(kg/nl)

わ=-200C

COSrJ=0.68676
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第4匝く1低温軍令成荷札が大きい場合の臨界径間

と仰角との関係

(二第4睦tをかきなおLたもの)

第5図 低温季合成荷重が大きい場合の臨界径間

T.,=3,800kg.l二1.4O63×1O~3,√t･二17.97×1O▼6/OC

として,α仰をtanん､ヾの関数とLて図ホしたものが第4図である･ン

(′22)の形から明らかなとおり,ニの式の右辺は

c/⊥2仇/′芹2-CJ2別/〟2ご(). ..(26)

となる位置で極をもち,αrげの値は無限大となるL_..梅の位間は(,26)

の関係からただちに

tan∂-′5=J云i
CJ.〟C/7

VchSin2T/,-CISin2rL

/ 紺J｡-紺加

1ノ~~~sinr/～紺/川,-Sinr上郷～押 ..(27)

として求められる(1ここで勅7〃,紺J圧､ほそれぞれ高温季および低温

季の最悪時風圧荷重(kg/m)を意味する.二J(27)■右辺の駁号内の分

将は正と一考えてよいから,(27)ほ常に正の実数として存布する､〕

卜.記の数値例では梅の位置ほ

tan∂r,ぷ=0.720

であノ,て,こう配がこれ以~卜の場合,伽-･ほ虚数となるれ この値を

こえると αprは正の 数となり,物理的意味をもつようになる｡し

かし,tanJJぶの値が0.7をこえるような急こう配i･よ:事実上考えられ

ないから,常に低温季荷重条件が過酷となると見なして問題はない｡

第5図は第4図の欄係を』れぶ㌧仇,.▲¢)表ホにかきi自二したものであ

る′..

上記の偵向ほはかの縦横~またほ荷虫条件についても大同小異であ

るが,合成荷重びJ川および以加の値がきわめて近く,さらに?′′.が

菅1√:小さいユうな場斜こは(27)の値が′トさくたり,第4図また
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〔水平張力と支持点張力の関係)

第61ヌ1単独径間のカテナリ曲線

は弟5図に与えられた臨界径間が実際に問題となることがあるから

注意を要するし

5.電線の安全率

本節ではさらに新しい間 を考えてみたい｡文 (1)または(2)

した方法によって架線張力を健めれば,故意時の径間水二､ド張

力を規定値(T-J)に近い値に保ち,鉄抑こかかる不平衡張力を小さく

することができるが,支持点高低

規が力 定植に

ることがあるし

の場合は2.5,

忠時の電線

な場合艦ほ(水平張

しくても)最悪時の■紆支持点張力が弾性限界をこえ

電線の故意時の安仝率ほ鋼心アルミより線(ACSR)

銅より線の域合ほ2.2にとるのが普通であるから,最

性限界をこえることがただちに断線の危険に連

らなるわけでほないれ 電線には永久伸びが現われ, 最 ノ＼を件条

ぐるごとに次第にこれが蓄積して地産および張力が当初の設計値よ

り次第にずれ,各穐障皆の原因となる｡

このように,高低差が若しい場合碇ほ弛度をゆるめて最悪時水一平

張力をrり以下に`卜げ,電線の安全率を確保しなければならない〕

しかし.,鉄塔にかかるイく二iF衡張力は増大するから,鉄塔の強度設計

についてほ再検討が必要となるのは当然である′1また,このような

ことが問題となるほど仰巧カ;人きな径間では,その両端を耐張鉄塔

とし これを†笹独径間としノて則り離すのか浮通であるから,以下の

考察も_ナ1_1独往l朴こ【qニトってさしつかえない.

いま,径間5が最悪荷重に遭遇し,電線が弟2図にホすとおり風

脚こより傾斜した`平面の中にあF),また,電線の水平張力は規定値

r‖に等L.いものと考えるr.いま高安持点ぁの眼力をrr,.?とすれば,

カテナリ理論より

r†川二rりCOShc
1

､t
･･■

2

で与えられる(,葬る図参!モ削く.二こで

sillh(:祝=

1
一
2
一

ーtan右 …(29)

si｡h⊥綱2

また,Cほ(8)で定 されたとおり,机-/rnの意味に開いられ

ている(〕(28)においてr加をαざおよびtan∂斤(または』ゐ∫)の関数

と考え,飢を一定に保ち,tan∂方(または』巌)を次至酌こ増加させて

ゆけは1㌦もこれとともに増加する._､いま

性限卵値)をT-1､aXとし,ちェうど

71如こr加LX

繰の最大使用張力(弾

となるときの仰角(または高低差)を限卯仰角(またほ眼鋸南低雇)

と呼び,tan∂亡(またほ』ゐc)で記号することにする｡いま(28)に

おいてTゎぶをTma又でおきかえ

Tn川､/T‖--5
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S=COShcucosh÷asc十Sinhcusinh

電線ケーブル特

JJl､

いまあを高支持点と考えているのであるからtan∂ざを正と考えて

･般性を失わない｡(29)を(31)に代入すれば

5=J
′-■･-11-1､

+l

!Jl､

hnS αgビ

｡｡Sh_1_｡s｡+l_｡s｡tan∂s2 2

...(32)
無理方程式(:32)を解いてtan∂′■を求めてみると

sinhrし｡パ｡
tan(フc=

___▼芦.1
-一dパC
2

…(33)

い圭,∂cが正の場合を考えているのであるから,(33)右辺の負

の限り守こ対応する椴は無縁限である.｡いま

5=COShや………………………………………………(34)

とおいて(33)を整理すれは

tan∂c=｣しsinhrし｡よ｡Sinh
l●･√･

=

が得られる｡限界~高低差Jれほ

Ahr=--Z-Sinh÷ascsinh(v

ぐ:--∴一∴-α
‖(35､)

となる｡

以上は風圧により傾斜したサ面内の議論であったが,(35),(36)

で計算された量を大地に対する垂直平面内の値に換算しておいたほ

うが便利である.｡αぶ,Jぁぐ,tan∂(･に対応する値を垂直平面内で紬,

dゐ｡ぐ,tan∂｡rと記号すればこれらは

aus=Jl-tan2Ttan2∂s as

』ゐ〃〔･=SeCr∠恥

tan∂uc
SeC7′

､:lご州:､;l==･･､

tan∂′･

の関係から求めることができる.〕

仰角またi･エ支持点■高低差が(39)または(38)の計算値以内にあ

れば,文献(1)またほ(2)で述べた方法で架線張力の決定を行って

もなんらさしつかえほない｡したがって弛度設計に先立って与えら

れた資料の高低差がこの範囲内にあるかどうかを検定する必要があ

り,特に山岳地苗でほこれに関する配慮は重要である｡

ゾの値は 線の瞳類によって差異があり,また鉄塔の強度設計に

も関係する量であるから,設計者によっても多少異なった数値が用

いられることがあるが,その･一例を示したものが第2表である｡

αぶCおよびrの値が指定されれば弟7図((35)の関係を図表化し
たもの)よりただちにtan∂r･の値を読みとることができ,さらに
(37)､(39)の関係を利用すれはこれをtan∂仰～仇川またほ｣摘仰､

αりざ の関係に書き直すことができる｡第8図はその一例であるが,

このようなグラフほ,電線の種類,荷重条件が変るごとに新しく作

りl白:さなければならないから,ノモグラフ第7図のような普遍性は

第2表 各種電線の荷重条件と5,¢･の数値

電 線

330nllT12ACStく

330mm望ACStモ

590mm2ACSR

610Inmユ王ACSR

610mm2ACSR

i-＼∴
Jl■l■

kg/111ノ

9 ■･3.105

12 !3.572

1…i≡‡………
9

ta11フ`

0.97743

0.95358

0.69590

0,76293

0.74807

T-′

(kg)

3.850

3,850

7,000

6,300

6,300

TIll礼X

(_kgI

4,370

4,370

8.080

7,250

7,250

1.1351

1.1351

1.1543

1.1508

1.1508

0.51414

0.51414

0.54858

0.54250

0.54250
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ないが,実用上ほきわめて使利なグラフである｡弟9図ほ弟8図の

曲線のうち④を｣Jzpn～α05の関係に描き直したものであるが,この

表示のほうが弟8図よりもさらに便利と考えられる｡

〟
わ〃晶

紺-

･

さン･

舛-プ伽

第7図 tan∂rを求める計算図表

ル卑攣/廷｢/
′

/ノ/.′./

巨番凸
.下

r電続慧!支讐誓力≡ネ譜刀∃安全率
は 〟♂ J■ 7∠抑

.尉脚
ZJ

店 圏 +/ ZZ形 式J財 ZJ

固 甜 β 郎即 Z戯7 〟

④ jガ 田 仰 朋仰 ZJ■

国 jガ ノ∠.卵形 j朗7 ZJ

､ヽ

劫7

仇削減)

荷電条件:温 度
-20〇C

晩 方E 50kg/m2

破 水 9mmまたは12mm

第8図 各種の電線におけるα0ぶとtan∂orとの関係

l

岳

｣
L

=l

】

_____J_____｣
【 l

l

l

l r

ト

.伽
♂〟 J甜 β挽7 六郷 J抄

β〃∫(〝)

′第8【河のうちの包)曲線をかき値二したもの〕

第9図 電 線 の 使 用 限 界



送` 線 架 線 張 力 決 定 に

(35)または(36)において,右,』ゐcほいずれも正の範囲だけを

考えているのであるから,αぶCの値が著しく大きく ∂ぐ,dぁぐが負に

なるようになれば,数値結果は物理的意味を失うようになる｡すな

わち,このような長径間では限界高低差は存在せず,最悪時の夏持

点張力は高低差のいかんにかかわらず常にr】maXをこえるようにな

る｡このような長径間の場合はさらに抗張力の大きな電線を使用す

るか,または‰を普通よりも~Fげて使用しなけれほならない｡い

ま,使用しうる最大の径間長をα11-｡Ⅹとすれば,この値は(35)ま

たは(36)の右辺を0とする条件より

2
α1n8.X=一P

C

として求められる.｡この値ほ弟8図の曲線が横軸と交わる位置に対

応する｡

与えられた径間の仰角またほ高低

値を超過する場合は,(28)において

rゎざ=rmaェ, ∂占:既知

が(39)または(38)の計算

として逆に水平張力を求め,この値をToと見なして架線設計を行

えばよい｡支持点張力既知として水平張力を求める計算は従来のカ

テナリ法によればよく,たとえば文献(6)に示された方法は便利な

ものである【⊃

る.結 言

以上,送電線の架線張力決定に付随した問題として,支持点の高

低差,風圧による電線の流れを考慮に入れた場合の臨界径間の考え

方,および電線の使用限界などにつき解説を行ってきたが,本稿の

i論旨ほ次のように要約される｡

(1)最初に単独径間を考え,高温季合成荷重のほうが低温季の

それよりも大きな場合について,臨界径間を仰角の関数として計

算し,いずれの荷重条件が過酷となるかを簡単に判定するグラフ

を作成した｡

仰角が大きい場合には,従来の支持点 低差を無視した臨界径

く≡藍≡>∈ヨ医王>

実用新案公告昭33-16049号

新 案 の

関 連 L た の 問 題

間とほかなり異なった値が得られる｡一般に仰角が大きいほど臨

界径間長は短くなる｡

(2)遵 径間の場合ほ上記のような簡単な判定はできないが,

電子計算機を使用する場合にほ,緊線区間内に臨射径間をこえる

ものがあればこの区間ほ高温季および低温季の両荷重条件につい

て 復して架線設計の計算を行い,架線張力の′トさくJl‡たデータ

ーを採用するブイ法がよい｡

(3)低温季の合成荷吏が大きい場合には,常に低温季荷重条件

となる(臨界径間ほ存在しない)と考えて実用上さしつかえ

ないJ

しかし,仰角が極端に大きな場合にほ臨界径間が数学的に存在

するようになる.｡しかし,このように極端なこう配は実際の線路

には存在しないといってよい｡

(4)次に新しい問題として,安全率より定まる 繰の使用限界

につき考察を行った｡仰角が非常に大きな径間では最悪時の水平

張力が規定値に保たれても,支持点張力が規定の安全 を超過す

る可能性がある｡この場合ほ電線の水平張力を規定値以下に~F

げ,安全率を確保しなければならない｡この必要の有無を簡単に

判定できるようグラフを作成した｡Lり岳地辟の架線設計にこの配

慮は重要である｡

最後に本研究に対し,有益なご指 ご助言をいただいた 凍開発

株式会社および日立電線株式会社の関係者各位,また研究の取りま

とめにご協力をいただいた日立電線工場第一研究諌赤津氏に厚くお

礼申しあげる｡
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寿召 介

ポ リ エ チ レ ン 絶 縁 鉛 被

この考案は導体に設けたポリエチレン絶縁体の周上に機械的強度

大きく耐熱性に富むポリエチレソテレフクレートのテープ巻層を介

して錯被を施した電線の構造に関するものである｡すなわち,ポリ

エチレン絶縁体の周上に鉛被を施す作業の際の熱によって,そのポ

リェチレソ絶縁体が溶融変形するのを防止するため,断熱用として

耐熱性にすぐれているポリエチレンテレフクレートのテープ巻層を
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電 線

介在させたものである｡

この電線ほ従来のゴム絶縁鉛被電線に比べて仕上がり外径が小さ

く,しかも電気的特性がすぐれているので,通信機器内部配線用と

して適し,現在まで多くの納入実績をもっている｡

(斎藤)




